
第４期教育振興基本計画(令和５年～令和９年)

文部科学省 文部科学省

５つの基本方針

１グローバル化す
る社会の持続的な
発展に向けて学び
続ける人材の育成

２誰一人取り残さ
れず、全ての人の
可能性を引き出す
共生社会の実現に
向けた教育の推進

３地域や家庭で共
に学び支え合う社
会の実現に向けた
教育の推進

４教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進

５計画の実効性確保のための基盤整備・対話

１
持続可能な

社会の創り手の育成

２
日本社会に根差した
ウェルビーイングの

向上

教育を通じて生涯にわたる一人一人の
「可能性」と「チャンス」を

最大化することを
今後の教育政策の中心に据えて取り組む

５つの基本方針

１ 夢と志を持ち、

可能性に挑戦する
ために必要となる
力を育成する

２ 社会の持続的な

発展を牽引する
ための多様な力を
育成する

３ 生涯学び、活躍

できる環境を
整える

４ 誰もが社会の担

い手となるための
学びのセーフティ
ネットを構築する

５ 教育政策推進の

ための基盤を
整備する

第３期教育振興基本計画(平成30年度～令和4年度)
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第３期教育振興基本計画(平成３０年度～令和４年度)文部科学省

個人と社会の目指すべき姿

「個人」
自立した人間として、主体的に判断し、
多様な人々と協働しながら新たな価値を
創造する人材の育成

「社会」
一人一人が活躍し、豊かで安心して暮
らせる社会の実現、社会（地域・国・
世界）の持続的な成長・発展

教育政策の重点事項

「超スマート社会（Society5.0）」の実現
に向けた技術革新が進展するなか「人生
100年時代」を豊かに生きていくためには、
「人づくり革命」、「生産性革命」の一
環として、若年期の教育、生涯にわたる
学習や能力向上が必要

教育を通じて生涯にわたる一人一人の
「可能性」と「チャンス」を最大化する
ことを今後の教育政策の中心に据えて取
り組む
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第４期教育振興基本計画(令和５年度～令和９年度)文部科学省
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基本理念
(目指すべき教育の姿と人間像)

新しい価値と可能性を追求する
大津の教育

～多様性を尊重し自立する人～

「新しい価値と可能性を追求」

これまでの教育において普遍的な価値とし
て大切にしてきた調整力や自己指導能力な
どの人間の強みを生かしながら柔軟な発想
や感性で、「新しい価値」を創造するとと
もに、様々な変化を前向きに受け止め、夢
や志の実現に向け、「可能性」を伸長する
ことのできる教育を目指す。

「自立」

「多様性を尊重」

それぞれの個性を認め、受け入れ合う包
容力と、異なる価値観との調和力を大切
にする教育を目指す。

社会を形成する一員としての自覚の下、主
体的に考え、判断し、行動できることを大
切にした教育を目指す。

第３期教育振興基本計画及び教育大綱(令和２年度～令和６年度)大津市
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第４期計画策定にあたってご意見いただきたい視点

1 大津の教育にとって大切にすべきものはなにか

2 計画策定に向けた進め方について

第４期教育振興基本計画及び教育大綱(令和７年度～令和１１年度)大津市
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